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私たちは、障がい者、健常者のへだてのない、誰もが自立して豊かに暮らすことができる新しい社会の仕組みづくりに取り組んでいます
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2013年4月発行

　東日本大震災から２年がすぎました。ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあいとして、 この未曾

有の大災害に対して、 東北から遠くはなれた松江の地から何ができるのか？その思い

を持ち続け、 そしてできることに取り組んできた２年間だったと思います。

　ゆうあいは、 もちろん震災支援を中心事業とするＮＰＯではありませんが、 島根ＮＰＯ

連絡協議会の幹事団体であることから、 オール島根の一員としての取り組みもありまし

たし、 ゆうあいが取り組む事業では東北の団体、 法人さんとのつながりも多くあり、 そ

こを手掛かりにできた支援も多くありました。

　島根ＮＰＯ連絡協議会は、 松江市、 松江市社協、 島根県社協などと連携して 「東

日本大震災 松江 ・ 島根支援協議会」 を設立し、 被災で松江に来られた方の支援、

被災地の物産販売、 防災意識啓発のイベントなどを実施しました。 福島県双葉町か

ら松江に避難で来られた桑原達治さんは、 この支援協議会活動がきっかけでお知り合

いとなり、 ゆうあいにスタッフとして加わっていただくことになりました。

　児童デイサービスの事業では、 事業所立ち上げの際からお付き合いのある 「あいち

児童発達支援連絡会」 さんと連携して、 東北の被災３県の児童デイサービス事業所

の子どもさんが描かれた絵画展を、 愛知ののちに、 松江、 沖縄、 仙台にて開催し、

松江から東北に応援メッセージを送ることもできました。

　そのほかにも、 東北の観光復興を目指して、 仙台でのバリアフリー観光全国フォー

ラム開催に中心的な役割を果たしましたし、 青森で開催されたバスマップサミットでは、

全国のメンバーと災害時の公共交通の情報提供のあり方について話し合いました。 　

震災支援の取り組みは、 これが終わりということはありません。 できることを、 これから

も継続して、 取り組んでいきたいと考えています。 （田中）
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桑原さんの取り組みが新聞に紹介

仙台ではゆうあいの子どもの作品も展示
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火災避難訓練を実施
１階で火災発生という想定のもと、消
防署への連絡、消化、ガスの元栓締め
などをして、約２０人が隣の公民館へ
避難。車いすのスタッフ、足の弱いス
タッフも合わせて可能な限りスムーズ
な避難が求められた。

浜田でセミナーを開催
１月の松江セミナーに引き続き、浜田
でウェブアクセシビリティのセミナーを
開催。グループワークで互いに多数の
意見を話し合った。アンケート欄がいっ
ぱいに埋まる程の有意義なセミナーと
なった。

高知市で開催された「目と耳に関する
医療講演会・機器展示・体験会」に、
視覚障がい者用の AM 微弱電波音声案
内システム「てくてくラジオ」を出展。
2013年6月に同じく高知で開催される福
祉の展示会に参加を予定している。

音声案内システム「てくてくラジオ」を出展

バスマップサミットに参加
バスマップサミットが札幌で開催され、
バスマップすごろく松江版も全国にお
ひろめ。サミットでは「バスマップ法」
を国会に提言しよう！ という大胆な意見
も取り上げられるなど賑やかなサミット
となった。今回で第１０回目を迎えた。

セミナーが新聞に掲載
ウェブアクセシビリティセミナーを松江
テルサで開催。県東部の自治体に呼び
かけ、島根県、松江市、出雲市、安来市、
大田市、定住財団、国土交通省などか
ら２２名参加。山陰中央新報に当セミ
ナーの記事が掲載された。

てくてく日和島根 創刊号が発行
障がいのある方でも楽しく気軽に旅行
ができるように、島根県内のバリアフ
リースポットが紹介されている。季刊
誌のフリーペーパーで、松江市の観光
案内所や道の駅などに配布された。

楽しいかいがてん ～とうほくのちから～
昨年にゆうあい主催で、松江イング
リッシュガーデンにて東北の障がいの
ある子どもたちの絵画展が開催され、
その後、沖縄を経て仙台にて１月末
から１週間、開催された。

JNSA賞特別賞を受賞
2005年度から「インターネット安全教
室」を島根県内各地で広め、情報セキュ
リティ向上等に貢献し、NPO 日本ネッ
トワークセキュリティー協会（JNSA）
より、その功績が認められ受賞された。

福島から避難で来ている
スタッフの記事が毎日新聞に掲載

福島県双葉町から避難で来られ、現在ゆ
うあいで働いている桑原達治氏から「支
援されるばかりではなく、自分にもできる
ことをしたい」と、避難で松江に来られた
方 を々元気づけている活動が掲載された。



地域 ICT 利活用セミナーへ参加
名古屋にて、ゆうあいの三輪、田中が
プレゼンターとして総務省東海総合通
信局の主催する、地位域ＩＣＴセミ
ナーへ出席。全国バリアフリー観光推
進の事業をはじめ、ウェブアクセシビリ
ティの話などを紹介した。

バリアフリー研修を開催
島根県庁・観光各部署の方 を々対象と
したバリアフリー研修を開催。「視覚障
がい者の観光」をテーマとし、手引き
の体験や、視覚障がい者がどのように
ネットを利用しているのかを実演しても
らった。約５０名が参加。

スピーチサポートDS （聴覚障がい者コミュニケーションツール）

　２００９年から２年間の開発期間を通じて、任天堂ＤＳｉでの障害者向け支援ソフトとしては全国で２例目、島根県内の企
業では初めての例として２０１１年に発売された聴覚障がい者コミュニケーション支援ソフト「スピーチサポートＤＳ」。入
力した文章を音声化したり、任天堂ＤＳｉの特徴である２画面を利用した手書き文字で、最大４人で近距離リアルタイム筆談
でスムーズな筆談会話を可能とし、さまざまな用途で楽しめる新しいツールです。
　当事務所では聴覚障がいのスタッフが毎日の打ち合わせでスピーチサポートＤＳを利用し、スムーズな意思伝達をしており、
もはや手離せないものとなりました。もともと任天堂ＤＳｉは手にフィットする小型機なので外へ出掛けるときにも存分に活
用することができます。さらにこのソフトはネットやゲーム店舗から５００ＤＳｉポイントでダウンロードするだけで利用可
能です。（５００ＤＳｉポイント＝５００円）
　おかげ様で２０１３年３月時点で全国から約２６００本がダウンロードされています。スピーチサポートＤＳは、ＤＳ本体
とセットで１週間の無料体験（レンタル）していただくことができますので、ご興味がある方はぜひお問い合わせ下さい。

コ ラ ム

３月

第２児童デイサービスの準備
児童デイサービス利用者の定員が一杯
になるという好評のもと、当事務所か
ら徒歩５分ほどの場所に一軒家を借り
て、第２児童デイサービスを開始する
ことが決定。２０１３年４月より開始。

ゆうあいへパソコン3台寄贈
松江法人会様よりパソコンを３台寄贈
をいただいた。Ｕ－ＢＯＯＫ（古本販
売）チームでは日々 、古本の入力作業
をしており、とてもありがたいプレゼン
トとなった。

てくてくラジオを活用
元、日本ライトハウスの館長よりお誘
いをいただき、大阪府堺市にて視覚障
がい関連のイベントで、てくてくラジオ
を活用した盲導犬クイズラリーを実演。
ラジオから出る盲導犬のクイズ問題は
来場された視覚障がいの方 を々楽しま
せた。

古本無人販売が続々追加
松江生協病院５階「喫茶ひまわり」（写
真左）、「みしまや 学園店」（写真右）
へ古本無人販売（一律１００円）をス
タート。文庫本、単行本、漫画などを
用意。現在はみしまや北堀店、春日店、
松江テルサと上記の２施設と合わせて、
合計５施設へ設置中。




